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東 南ア ジア ・オ セアニ アにおける諸民族文化 のデ ータベ ースの作成 と分析

結   婚 3200

須 藤 健 一*

1. は じめ に

2.婚 資 の研 究

3.婚 資 と他の項目の相関性

1.は じ め に

 大 項 目,結 婚 の分布 および通文化的比較のためにと りあげ られた指標(小 項 目)は,

七 つである。各小項 目の存在 が確認 され た民族件 数は,幼 児婚約68,婚 前性交の禁止

27,仲 人66,婚 資163,労 役 婚30,一 夫 多妻制133,一 妻 多夫制8と なっている。本稿

ではそれ らの小項 目のなかで民族件数が もっとも多いのは婚資(3204)で あ る。

 まず,そ の分布 をみ ると,マ ダガス カル,ア ッサ ム ・ビル マ,中 国南部,台 湾 とニ

ューギニア本島 に集 中 していることがわかる。つ まり,そ れ らの地域で選定 した民族

の うち,6割 以上の民族 のあいだで結婚時に婿方か ら嫁方 に婚資 を贈 る慣行を もって

い るので ある。 ここでは,婚 資の項 目をと りあげて,ほ かの諸項 目との相 関関係 を考

察する。 婚資の項 目をとりあげ るのは,最 多件数 とい う要因の ほかに,こ れまでに

フォーテス(Fortes, M・),グ デ ィ(Goody, J,),ス パ イロ(spiro, M.E.)な どに よっ

て通文化的研究の成果が公けにされている点を考慮 したか らである[FORTES 1962;

GooDY and TAMBIAH l973;SplRo 1975;(,riOMAROFF 1980]。

2.婚 資 の 研 究

 婚 資(bridewealth)の 形 態,性 格 と意味 に関 しては,ア フ リカ研究者を 中心 に多

くの議論がつみか さね られ て きた。 た とえば,エ ヴ ァンズ=プ リチャー ド(Evans-

Pritchard, E・E・)は,婚 資の支払 いが,「 女性の もつ諸権利を彼女の夫 とその親族へ

譲渡 す る合図に なる」 と述 べている[EvANs-PRITcHARD I951:97]。 フ ォーテスは,
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女 性の もつ権利 として,「 性的,生 殖能力 および家庭内での労働奉仕」 をあげてい る

[FORTES 1962:3]。 さ らに,メ アー(Mair, L.)は 法 的側面を重視 し,婚 資が父系

社会 において子 ど もの集団帰属 を決定す る要 因とな ってい るので,「 子 ども代償」 と

いいかえ られ ると規定 している[MAIR 1971:51-52]。 それ らの概念 か らもうかが

え るように,ア フ リカ社会における婚資の性格 は,女 性の人格や社会 的地位にたいす

る 「代償」 とい う点に第一.的 意味があ るといえよ う。その代償 は 「価値あ る財」(牛

など)が あて られ,財 を男性 と彼の親族(単 系 出自集 団)か ら,彼 の妻の親族に贈与

す るとい う形態 をとる。そ して,婚 資 と女性の もつ諸権利 との交換過程で,そ れ らの

2集 団は(個 々の集団の内的結束 と利益を確認 しなが ら),姻 族関係 および相互負債 の

関係 をつ くりだす ことになる。

 ア フ リカ社会 における婚資 と出自集団の構成 原理 との対応関係 は,社 会構造上の特

質 と して,ほ かの諸制度(文 化要素)と の相 関関係 をうみだす。 シュナィダー(Sch-

neider, D.M.)に よ ると,婚 資 の存在す る社会 には,父 系 出自集 団,夫 方居住婚,レ

ヴ ィレー ト婚が重要な制度 となっているとの ことであ る[ScHNEIDER l970:146]。

グデ ィは,さ らに 兄弟姉妹の結合,一 夫多妻婚 の 要素 もくわえ たうえで,婚 資社会

(ア フ リカ)と 持参財社会(ユ ーラシア大 陸)と をと りあげ,そ れ らの社会における

社会 ・経済的構造の性格 の特徴的差異を指摘 した[GooDY and TAMBIAH 1973]。

 そ の概 略をのべ ると,婚 資 は,母 系社会,ム ス リム社会 および国家組織を もつ社会

では重要 でな く,そ の ほかの牧畜民社会や くわ農耕民社会に特徴 的制度であ る。そ し

て,大 規模 な婚資を支払 う社会 は,貧 富の差が少 な く,階 層制,上 昇婚,姻 族 間の地

位の不均衡是正,双 系制 とい った諸制度 とむすびつ く[GooDY and TAMBIAH 1973:

1-23]。 この ようなグディの大 まかな対比 は,コ マロフ(Comaroff, J.L.)に よ って

い くつか の問題点が指摘 されてい るが[CoMARoFF l980:7-21],本 稿 では シュナ

イダ ーとグディの提示 した婚資 と関連する文化要素複合を参照 に して,東 南ア ジアと

オセアニアの諸社会における婚資 とほかの文化要素(小 項 目)と の相関についての傾

向性 を明 らかに してみよう。

 婚 資 とほかの小項 目との関連を把握す るた めに,こ こでは,結 婚項 目のなかでの婚

資 とほかの項 目との関係 について検討す る。 そ して,婚 資 とほかの大 項 目にまたがる

関係 につ いては,皿1節 で と りあげ る。 そこでは,1)婚 資 と生業,2)婚 資 と親族組

織 にわ けて,そ れ らの相関関係を検討す る。
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3.婚 資 と他の項 目の相関性

 婚 資(3204)が 存 在す る163民 族 の うち,幼 児婚約(3201)を もつ民族数は50で ある。

この数 は,幼 児婚約 の慣行を もつ68民 族の74%に あ た る。各小項 目と婚資 との双方 を

共有す る民族数が,個 々の をもつ民族の総数に 占める婚資 の割合 は,つ ぎの とお りで

ある。婚前性交の禁止(3202)の 項 目を もつ民族の うち婚資 を共有す るのは26例 で96

%,仲 人(3203)が66の うち59例 で89%,労 役 婚(3205)が30の うち25例 で83 ｰo,一

夫多妻制(3206)が133の うち105例 で80%,一 妻 多夫制(3207)が 民 族中,6つ が 婚

資を もち?5 ｰoに な る。

 婚 資 と共存す る小 項目中,最 多件数を しめすのは一夫多妻制(3206)の133例 で あ り,

数 は半減す るが,幼 児婚約,仲 人,労 役婚 とつづ く。一方,婚 資 との相関関係の強 さ

は,婚 前性交の禁止 が最高で,以 下,仲 人,労 役婚,一 夫多妻制の順で,い ずれ も80

%を こす。婚前性交の禁止の規制を もつ ほとん どの社会に婚資が みられ るということ

は,少 女の処女性に高い価値をおいてい るとみ なせ よう。それは,仲 人 と婚資の関係

につ いて も,若 者 の自由恋愛 より仲人の 口ききで結婚 が成立 する と解釈で きよう。 ま

た,労 役婚を もつ民族 の うち83 %が 婚 資を もつ とい う点 も,「 男性 が婚資(の 不足)の

かわ りに妻の親族 にたい して労働奉仕を した り,労 働力を提供す る」 とい う慣行を考

慮すれば首肯で きる。そして,婚 資 と一夫多妻制の重複頻度 の高 さは,「 婚資支払い能

力のあ るものが複数 の女性を配偶者 にで きる」 とい う婚資 の意味 を考慮にいれれば,

妥 当な傾向性 と考え られる。

 ほかの項 目間関係で注 目され るのは,一 妻 多夫 制を もつ6民 族,LisuとSouthern

Cook, Easter, Lesu, New CaledoniaとRosselの 各 島民 のあ いだでは,一 夫多妻

制 もみ られる ことで ある。それ らの社会には,婚 資 もともな ってい る。一妻 多夫婚を

制度 と してい る社会 では,男 女の人 口差によ って配偶者選定 に不均衡が生 じたときに,

それを修正す る方法 と して一夫多妻婚が許容 されてい ると考え られ る。

 つ ぎに,民 族 を指標に して,一 妻多夫制 を除 く結婚小項 目の保有数を くらべてみ る

と,1民 族 で共有す る最多項 目数 は5件 で,そ の民族数 は5例 であ る。それ らは,婚

資(3204),0夫 多 妻制(3206),幼 児 婚約(3201),婚 前 性交の禁 止(3202)と 労 役婚

(3205)を もつRengma NagaとPulangの グループ と,婚 資,一 夫多妻制,幼 児

婚約,婚 前性交 の禁止 と仲人(3203)を もつLisu, Sumbanese, Mandayaの グル ー

プとにわかれ る。つま り,前 者 と後者の グル ープ は,労 役婚(3205)と 仲人(3203)

の 項 目の有無 が重要 な類別点にな ってい る。 しか し,労 役婚 と仲人 とい う慣行 は,
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Burmese, Chin, Dobu島 民 の あいだでは,排 他的関係 になっていない。 興味深 いの

は,労 役婚 と仲人 の項 目を共有す るそれ ら3社 会は,い ずれ も婚資 と一夫 多妻婚が存

在す る反面,幼 児婚約 と婚前交渉の禁止の項 目が欠如 することである。
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